
国立・国定への方向性  地域の関心度      各エリアの課題 最終的公園名（想定）  

・2023年度より環境省は各候補地

の資質調査（机上検討）を実施。 

・当該各エリアの課題が山積している

ため、2030年迄は八幡平周辺として

の最終決定は困難。 

・環境省・県・他エリアの動向を待つの

ではなく、現時点においては、森吉山

の固有名称を残す、国定公園に向け

た推進が最善と考える。 

八幡平周辺（森吉山・真昼山地・田沢湖等）が2022.6.14に国立公園地域の拡張又は国定公園の新規指定候補地に選定 

国立公園地域の拡張 = 十和田八幡平国立公園の名称となり各地域の固有名称の価値は薄れる   

国定公園の新規指定 = 森吉山国定公園や太平山地国定公園として固有名称が残せる 

                 真昼山地・田沢湖抱返りは如何するのか？既存十和田八幡平国立公園の分割要望が在り課題山積 

2023.6.14 における八幡平周辺エリアの公園区分の方向性 

森吉山 
北秋田市 現県立自然公園面積で 

国定公園化が可能 

15,214ha 

行政・山岳関係者の

推進意欲が高い山岳

関係者は拡張候補地

(案)提案済  

方向性の確認 

森吉山の名称を捨てた国立

公園化か森吉山の名称を残

した国定公園化 

十和田八幡平国立公園 

への編入 

森吉山国定公園 

十和田八幡平国立公園 

現県立自然公園面積で 

国定公園化が可能 

11,897ha  

太平山 

秋田市 

五城目町 

上小阿仁村 

行政・山岳関係者とも

関心が希薄 

R5豪雨によりアクセス道壊滅

的被害により現地確認不可 

十和田八幡平国立公園 

への編入 

太平山国定公園 

十和田八幡平国立公園 

真昼山地 
大仙市 

美郷町 

岩手県側 
単独での国定公園化NG   

5903ha 

行政・山岳関係者とも

関心が希薄 

和賀山・岩手側と調整要 

真昼山地より和賀山塊の 

名称がインパクト大 

十和田八幡平国立公園 

への編入 

田沢湖抱返り 

仙北市 
単独での国定公園NG   

7477ha 

諸関係者の強い 

分割要望在り 

分割要望の取扱いは 

2030年以降の検討 

青森・岩手県との調整 

十和田八幡平国立公園 

への編入 

八幡平地区本体の 

国立公園エリアの拡大 
秋田・岩手県との連携調整を要す 

八幡平 
鹿角市 

岩手県側 
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